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防 災 特 集

いざ、という時。どうする？



防 集特災

い
ざ
︑と
い
う
時
︒
ど
う
す
る
？

い
つ
⾃
分
の
⾝
に
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
⾃
然
災
害
︒地
震
や
集
中
豪
⾬
な
ど
に
よ
る
災
害
が
︑全
国
各
地
で
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
︒

み
な
さ
ん﹁
い
ざ
﹂と
い
う
時
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
今
か
ら
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
⼀
緒
に
⾒
て
い
き
ま
し
Ỹ
う
︒

問い合わせ
総務課 防災担当
☎ 62-2111

 

地
震
や
集
中
豪
⾬
な
ど
に
よ

る
⾃
然
災
害
は
︑
毎
年
全
国
各

地
で
発
⽣
し
て
い
ま
す
︒

 

北
海
道
で
は
︑
平
成
30
年
９

⽉
に
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

発
⽣
︒
厚
真
町
で
最
⼤
震
度
７

を
観
測
し
︑
道
内
全
域
で
⼤
規

模
停
電
が
起
こ
り
ま
し
た
︒

 

ま
た
︑
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

本
格
的
な
台
⾵
シ
ổ
ズ
ン
に
⼊
り
︑

８
⽉
か
ら
９
⽉
に
か
け
て
台
⾵

の
接
近
数
が
多
く
な
り
ま
す
︒

 

平
成
28
年
８
⽉
に
は
︑
清
⽔

町
も
台
⾵
に
よ
る
⼤
⾬
で
甚
⼤

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒

 

当
時
︑
複
数
の
台
⾵
が
連
続

し
て
北
海
道
に
接
近
︒
連
⽇
の

⼤
⾬
に
よ
ỵ
て
町
内
の
河
川
が

氾
濫
し
︑
相
次
い
で
道
路
や
橋

が
崩
壊
し
ま
し
た
︒
こ
の
⼤
⾬

災
害
に
よ
る
被
害
額
は
約
１
８

３
億
円
に
の
ぼ
り
︑
断
⽔
は
16

⽇
間
続
く
な
ど
住
⺠
⽣
活
に
も

⼤
き
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
︒

 

こ
の
よ
う
な
状
況
が
︑
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
⾃

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
で
す
︒

 

い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
守
る

⾏
動
が
と
れ
る
よ
う
︑
警
戒
レ

ベ
ル
を
知
ỵ
て
備
え
ま
し
Ỹ
う
︒

 

地
震
は
︑⼤
き
く
分
け
て﹁
海

溝
型
﹂と﹁
内
陸
型︵
直
下
型
︶﹂

の
２
種
類
あ
り
ま
す
︒

 

海
溝
型
は
︑
海
の
プ
レ
ổ
ト

に
陸
の
プ
レ
ổ
ト
が
巻
き
込
ま

れ
︑
陸
の
プ
レ
ổ
ト
の
先
端
が

跳
ね
上
が
る
こ
と
で
地
震
が
起

こ
り
ま
す
︒
こ
の
時
︑
陸
の
プ

レ
ổ
ト
の
跳
ね
上
が
り
で
海
⾯

が
持
ち
上
げ
ら
れ
︑
津
波
が
発

⽣
し
ま
す
︒
東
⽇
本
⼤
震
災
は

海
溝
型
地
震
で
し
た
︒

 

ま
た
︑
海
の
プ
レ
ổ
ト
の
動

き
は
陸
の
プ
レ
ổ
ト
を
圧
迫
し

内
陸
部
の
岩
盤
の
弱
い
部
分
が

ず
れ
る
こ
と
で
内
陸
型
地
震
が

起
こ
り
ま
す
︒

 

内
陸
型
地
震
は
︑
震
源
が
陸

の
プ
レ
ổ
ト
の
浅
い
部
分
に
あ

る
た
め
︑
気
象
庁
が
発
表
す
る

緊
急
地
震
速
報
が
間
に
合
わ
ず
︑

い
き
な
り
⼤
き
な
揺
れ
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒︵
気
象

庁
﹁
緊
急
地
震
速
報
の
特
性
や

限
界
︑
利
⽤
上
の
注
意
﹂
参
考
︶

 

こ
の
よ
う
に
︑
地
震
は
種
類

に
よ
ỵ
て
特
徴
が
異
な
り
ま
す
︒

海
溝
型
地
震
で
は
﹁
津
波
が
起

こ
る
こ
と
﹂︑
内
陸
型
地
震
で

は
﹁
突
然
⼤
き
な
揺
れ
に
襲
わ

れ
る
こ
と
﹂
を
踏
ま
え
た
備
え

が
必
要
で
す
︒

 

道
が
公
表
し
た
﹁
全
道
の
地

震
被
害
想
定
調
査
結
果
﹂
で
は
︑

⼗
勝
管
内
の
⼈
的
被
害
が
最
⼤

と
な
る
地
震
と
し
て
﹁
⼗
勝
平

野
断
層
帯
主
部
の
地
震
﹂が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の
想
定

地
震
に
よ
る
⼗
勝
管
内
の
最
⼤

震
度
は
７
と
さ
れ
︑
清
⽔
町
は

最
⼤
震
度
６
弱
の
揺
れ
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

 

⼗
勝
平
野
断
層
帯
主
部
の
地

震
は
内
陸
型
︵
直
下
型
︶
地
震

で
す
が
︑
海
溝
型
地
震
と
し
て

は
﹁
⽇
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
の
巨
⼤
地
震
﹂が
起
こ
る
可

能
性
が
⾼
ま
ỵ
て
い
ま
す
︒

 

清
⽔
町
の
過
去
の
災
害
記
録

で
は
︑
⾵
⽔
害
や
⼤
⽕
が
主
な

災
害
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
︑

⽇
頃
か
ら
地
震
に
備
え
て
お
く

こ
と
は
重
要
で
す
︒

毎
年
︑全
国
各
地
で
発
⽣
す
る
⾃
然
災
害
︒

い
つ
⾃
分
の
⾝
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
︒

地
震
は
⼤
き
く
分
け
て
２
種
類
︒

特
徴
を
踏
ま
え
た
備
え
が
必
要
で
す
︒

今
後
の
想
定
地
震
で
は
︑最
⼤
震
度
６
弱
の

揺
れ
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

令 和３年５⽉ 20 ⽇から警 戒レベルの表記が⼀部変 更となりました。
新たな警戒レベルを確認し、みなさんがとるべき⾏動を把握しましょう。

警戒レベル４  
避難指⽰で必ず全員避難‼

※警戒レベル１〜２は気象庁が発表し、警戒レベル３〜５は町が発令します。

警 戒
レベル

避難情報等 みなさんがとるべき行動

５ 緊急安全確保
命の危険 直ちに安全確保！

すでに安全な避難ができず、命が危険な

状況です。発令を待ってはいけません。

４ 避難指示 危険な場所から全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は避難

２ 大雨・洪水注意報 自らの避難行動を確認

１ 早期注意情報 災害への心構えを高める

海のプレート

陸のプレート

⽇本海溝・千島海溝沿いの⽇本海溝・千島海溝沿いの
巨⼤地震の震源域巨⼤地震の震源域

⼗勝平野断層帯主部
の地震の震源域

出典）北海道地震被害想定調査結果 平成 30 年２⽉
出典）⽇本海溝・千島海溝沿いの巨⼤地震モデル検討会 令和４年３⽉

想 定 地 震
清水町の
最大震度

揺れの体感

十勝平野断層帯主部

の地震
震度６弱 立っているのが困難

日本海溝・千島海溝

沿いの巨大地震
震度５強

物につかまらないと

歩くことが難しい
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町
で
は
︑
⾃
ら
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
⼈
を
⽀
援
す
る
た

め﹁
避
難
⾏
動
要
⽀
援
者
名
簿
﹂

な
ど
も
準
備
し
て
い
ま
す
が
︑

効
果
的
な
防
災
対
策
を
図
る
た

め
に
は
︑
住
⺠
の
み
な
さ
ん
⼀

⼈
ひ
と
り
の
備
え
が
重
要
で
す
︒

 

例
え
ば
︑
町
内
会
や
農
事
組

合
で
⾃
主
防
災
組
織
を
作
る
こ

と
は
︑
地
域
間
の
防
災
意
識
を

⾼
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

 

町
の
防
災
訓
練
な
ど
に
も
参

加
し
て
︑
防
災
に
関
す
る
知
識

を
⾝
に
つ
け
ま
し
Ỹ
う
︒

国
や
町
か
ら
の
発
信
を
活
⽤
し
て
︑

い
ち
早
く
災
害
情
報
を
受
け
取
り
ま
し
Ỹ
う
︒

町
が
備
え
る
だ
け
で
な
く
︑

み
な
さ
ん
⼀
⼈
ひ
と
り
の
備
え
が
重
要
で
す
︒

町
が
備
え
る

﹁
い
ざ
﹂と
い
う
時
に
備
え
て
︑町
で
は
防
災
計
画
を
⽴
て
て
い
ま
す
︒

町
の
避
難
場
所
や
備
蓄
品
︑災
害
情
報
の
受
け
取
り
⽅
な
ど
を
⾒
て
い
き
ま
し
Ỹ
う
︒

防 集特災

指定避難所

指定緊急避難場所

洪水・内水
氾濫のとき

がけ崩れ、土石流・地
滑り、大規模火災のとき

地震のとき

清水小学校 清水小学校 清水小学校
清水小学校
グラウンド

御影公民館 御影公民館 御影公民館 御影公民館広場

少年自然の家 上清水福祉館 少年自然の家
少年自然の家

広場

【清水町防災ガイドマップに載っている避難場所例】

 

町
は
︑﹁
避
難
場
所
﹂
を
準

備
し
て
い
ま
す
︒
避
難
が
必
要

な
災
害
が
発
⽣
し
た
時
︑
町
が

指
定
し
た
避
難
場
所
へ
避
難
す

る
場
合
は
︑
ま
ず
⾃
分
が
今
い

る
所
か
ら
⼀
番
近
い
避
難
場
所

︵
指
定
緊
急
避
難
場
所
︶へ
⼀

時
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
︒

 

そ
の
後
︑
⼀
定
期
間
の
避
難

⽣
活
が
必
要
と
な
ỵ
た
時
は
︑

⾃
宅
か
ら
近
い
指
定
避
難
所
に

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

 

ま
た
︑
親
戚
や
知
⼈
宅
な
ど

も
避
難
先
と
し
て
有
効
で
す
︒

災
害
時
の
避
難
⾏
動
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
Ỹ
う
︒

 

町
は
︑﹁
防
災
資
材
﹂
を
備

え
て
い
ま
す
︒
町
⼈
⼝
の
１
割

︵
約
１
︐０
０
０
⼈
︶
程
度
が

被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
︑
災

害
発
⽣
後
３
⽇
分
を
過
ご
せ
る

量
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
︒

 

ア
ル
フ
Ỻ
⽶
︑
保
存
⽤
パ
ン
︑

レ
ト
ル
ト
⾷
品
な
ど
の
⾷
料
や

飲
料
⽔
を
は
じ
め
︑
ペ
ổ
パ
ổ

⻭
み
が
き
︑
ウ
ỽ
ỿ
ト
タ
オ
ル
︑

⽑
布
な
ど
の
⽣
活
必
需
品
を
備

え
て
い
ま
す
︒

 

ま
た
︑
災
害
時
に
⾷
料
や
⽇

⽤
品
の
供
給
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
︑
㈱
セ
ブ
ン
ổ
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ἀ
パ
ン
や
マ
ỿ
ク
ス
バ
リ
ἁ

北
海
道
㈱
な
ど
の
企
業
と
災
害

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
︒

町
の
避
難
場
所
は
︑⼀
時
的
に
避
難
す
る
場
所
と

避
難
⽣
活
を
送
る
場
所
が
あ
り
ま
す
︒

⼈
⼝
の
約
１
割
を
想
定
し
た
備
蓄
の
ほ
か
︑

各
企
業
と
災
害
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
︒

国が管理する⼗勝川・⾳更川・利別川で、
氾濫の可能性が⾼まった時、その周辺に
いる⼈に危険を知らせるため、⾃動でメー
ルが発信されます。メー
ルが届いたら、川の防災
情報（国⼟交通省）を確
認しましょう。

各家庭に⼾別受信機をお配りしています。
災害時に備えて、動作確認のための定時
放送を毎⽉１⽇と 15 ⽇に⾏っています。
いざという時に適正に作
動するよう、⼾別受信機
の電源は⼊れたままにして
ください。

気象情報などの緊急なお知らせを町から
メールで配信します。QRコードから空メー
ル（件名・本⽂不要）を送信し、登録して
ください。電話や FAX で
の配信を希望する⼈は、
総務課（☎ 62-2111）まで
お電話ください。

清⽔町防災情報配信メールでお知らせし
ている内容を、清⽔町公式防災 Twitter
で⾒ることができます。「北海道清⽔町防
災（@shimizu_bosai）」
を検索し、フォローしてく
ださい。

緊急速報メール緊急速報メール

清⽔町防災⾏政無線放送清⽔町防災⾏政無線放送

清⽔町防災情報配信メール清⽔町防災情報配信メール

清⽔町防災 Twitter清⽔町防災 Twitter

　近年、地震や風水害などの自然災害のリス

クが高まっていると言われます。特に大規模

な災害が起きた場合、最小限の被害に抑える

ため、日頃からの備えが大切です。

　町では、起こりえる災害を理解し、災害発

生時にはどう行動するか、そのため事前にど

う備えるかについて、住民のみなさんに考え

ていただく機会として、10月28日（土）に、

避難訓練を中心とした「町民防

災訓練」を計画しています。

詳細が決まりましたらご案内

しますので、ぜひご参加くだ

さい。

総務課防災担当

宇都宮 学
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⾃
分
が
備
え
る

⾃
然
災
害
が
起
き
た
時
︑⾃
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
︑ど
の
よ
う
に
⾏
動
す
れ
ば

良
い
の
で
し
Ỹ
う
か
？
わ
が
家
の﹁
防
災
計
画
﹂を
今
か
ら
⽴
て
て
お
き
ま
し
Ỹ
う
︒

町がお配りしている「清⽔町防災ガイドマップ」を
⼿元に⽤意して、さっそく計画を⽴ててみましょう。
地震や⾵⽔害の備えについても詳しく載っていま
すので、 併 せてご 確 認ください。
清⽔町防災ガイドマップは町ホーム
ページからもダウンロードできます。

⾮常⽤持出品をチェック

備蓄品をチェック

災害リスクと避難場所をチェック

家族との集合場所や連絡⽅法をチェック

わ が 家の 防 災 計 画

❶ 防災ガイドマップの地図で⾃宅や勤務先などの場所を⾒つけ、
  その場所に浸⽔のおそれがあるかなどの災害リスクを確認。

災害発⽣時、家族全員が⼀緒にいるとは限りません。通信障害や停電で連絡
が取れなくなる可能性があります。例えば、「清⽔⼩学校前」だけではなく、「清
⽔⼩学校の校⾨前」など、待ち合わせ場所は細かく決めておきましょう。また、
⾮常時の連絡⽅法を、いくつか
準備しておきましょう。

避難時に持ち出す最⼩限の品をリュックサックなどに⼊れ、⽞関や⾞の中などに置いて
いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。わが家にとって必要な物を考え、準
備しておくことが重要です。

※上記、持出品リスト・備蓄品リストは⼀例です。「清⽔町防災ガイドマップ」や「清⽔町暮らしガイド」を併せてご覧ください。

❷ ⾃宅や勤務先などから⼀番近い「指定緊急避難場所」を確認。
  避難場所への避難⽅法（徒歩で移動・⾞で移動など）を確認。

❸ ⾃宅から近い「指定避難所」を確認

指定緊急避難場所（一時的に避難する場所）

自然災害の種類 自宅から避難 勤務先から避難 勤務先から避難

洪水のとき

（避難方法） （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　）

土砂災害のとき

（避難方法） （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　）

地震のとき

（避難方法） （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　）

指定避難所（避難生活を送る場所）

集合場所

わが家の持出品リスト

□ ⾷料品・飲料⽔

□ ライター

□ マッチ

□ ろうそく

□ 携帯ラジオ

□ 懐中電灯

□ ヘルメット

□ 防災ずきん

□ 軍⼿ 

□ ３⽇分程度の飲料⽔（１⼈１⽇３ℓ）

□ ３⽇分程度の⾷品
  □ 主⾷（レトルトごはん、インスタント麺など）
  □ 主菜（レトルト⾷品、⽸詰など）
  □ ⽸詰（果物、⾖類など）
  □ 加熱せず⾷べられるもの（チーズなど）
  □ 菓⼦類（チョコレート、飴など）
  □ 栄養補助⾷品
  □ 野菜ジュース

□ ⽣活⽤⽔（給⽔⽤ポリタンクなどに溜める）

□ ビニール袋（⾬具や敷物として代⽤可）

□ ティッシュペーパー

□ トイレットペーパー

□ ウェットティッシュ

□ 簡易トイレ

□ ⽔のいらないシャンプー

□ カセットコンロ

□ ランタン

□ ポータブルストーブ

□ 発電機

□ 使い捨てカイロ

□ 防寒着、⻑靴

□ 常備薬、持病の薬

□ 救急⽤品

□ 割りばし

□ 紙⽫、紙コップ

□ ⾷品包装⽤ラップ

□ ロープ、⼯具

□ ほうき、ちりとり

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 電池、充電器

□ ナイフ

□ ⽸切り

□ ⾬具

□ ブランケット

□ ⾐類・下着

□ 防寒着

□ 使い捨てカイロ

□ 携帯⽤トイレ

□ 救急⽤品
（絆創膏、常備薬など）

□ 貴重品 
（通帳、現⾦、印鑑など）

□ ミルク

□ 哺乳瓶

□ 離乳⾷

□ ⼦ども⽤紙オムツ

□ お尻ふき

□ 抱っこひも など

⾚ちゃんの備え

□ ⽣理⽤品

□ サニタリーショーツ

□ 防犯ブザー など

□ 介護⾷

□ ⽼眼鏡、補聴器

□ ⼊れ⻭、洗浄剤

□ ⼤⼈⽤紙パンツ

□ 持病の薬 など

⼥性の備え

⾼齢者の備え

備蓄品は、災害復旧までの数⽇間を⾃⾜できるように準備しておくものです。⽇頃から⾃
宅で利活⽤している品を、少し多めに備えておくつもりで、わが家の⽣活スタイルに合っ
たものを準備しましょう。⾷料品や飲料⽔の備蓄⽬安は、最低でも３⽇分です。

わが家の備蓄品リスト

防 集特災
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 清流まつり
みかげ
ふぇすてばる

し み ず の 夏 祭 り
７月16日に「みかげふぇすてばる」、

29 日に「清流まつり」が開催。両

日とも天候に恵まれ、大人から子

どもまで大勢の人で大盛況でした。
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７⽉ 19 ⽇に 65フェスティバルが町体育館で開催さ
れました。町⺠ 21 ⼈が集まり、健康体操などを⾏

いました。参加した⽟井
清さんは「体が楽になっ
た。普段あまり運動をす
る機会がないので、参
加できてよかったです」
と話しました。

⼟井 正志 
（５期）

【会⻑】 【会⻑職務代理者】

※敬称略

浅野 典英
（１期）

中村 清孝
（３期）

藤⽥ 卓芳 
（５期）

村中 悟 
（１期）

岡⾕内 敏実 
（１期）

相根 隆雄 
（３期）

⽟井 美和 
（１期）

新⽥ 茂⽣ 
（２期）

⾚間 富秋 
（１期）

森⽥ 哲也 
（１期）

𠮷⽥ 守 
（１期）

⽥宮 勝美 
（２期）

澁⾕ 貴法 
（３期）

新居 朱美 
（１期）

杉⼭ 隆治 
（１期）

堀 勝利 
（１期）

    ●
農業委員紹介●

農地売買・農地転⽤の許可・農地パトロールなど、農地
に関わる業務を多岐にわたって⾏っています。また、同委
員会事務局は農地に関するお問い合わせに親⾝に対応し
ますので、お気軽にご連絡ください。

【問い合わせ】農業委員会事務局 ☎62-1155

農業委員会ってどんなところ？Q

町
⺠
の

ポ
ス
ト

声

広
報
レ
タ
ổ
で
寄
せ
ら
れ
た
意
⾒
や

要
望
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

清⽔⾼校２年⽣ 70名が町内外の企業などで職場
体験を⾏いました。清⽔町役場へ職場体験に来
た遠⼭結唯さんに、実際に取材に⾏ってもらい、
広報しみずの誌⾯作りに取り組んでもらいました！

実際に写真を撮ったり
⽂章を考えたり、貴重な体験に
なりました。緊張していましたが、

職員の⽅たちにサポートして
もらい、とても楽しく

取り組めました。

65フェスティバル開催
健康への
第⼀歩！REPORT

清⽔⾼校２年⽣
遠⼭ 結唯さん

７⽉ 19 ⽇に町⺠⽣活課
で実習した⻑⾕川慶治さ
ん（清⾼２年）は「のぼ
り交換など、町の⼈のた
めに実際に⾏動ができて
うれしかったです。⾊々
な仕事が役場にはあると
いうことが分かりました」
と話しました。

役場で職業体験
成⻑への
第⼀歩！

 町議会６⽉定例会で議会の同意を得て、町⻑から農業委員のみなさん
が任命されましたのでご紹介します。任期は令和５年７⽉ 20 ⽇から３年
間です。また、農業委員会第１回総会が７⽉ 20 ⽇に開催され、会⻑に
⼟井正志さん、会⻑職務代理者に藤⽥卓芳さんが就任しました。

要
望 

令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
︑
ス
ポ
ổ
ツ
を
は
じ
め

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
困
難

 

道
の
駅
や
体
育
館
建
設
の
延

期
な
ど
︑
⼈
⼝
も
つ
い
に
９
千

⼈
を
割
り
︑
町
の
活
⼒
が
疲
弊

回
答

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
︑
各
種
⾏

動
制
限
が
な
く
な
り
︑
町
内
外
団
体
の

⾏
事
が
再
開
さ
れ
る
兆
し
が
⾒
え
は
じ

め
て
い
ま
す
︒

 

本
町
も
︑
町
体
育
協
会
に
よ
る
ス
ポ

ổ
ツ
の
⽇
記
念
ス
ポ
ổ
ツ
⼤
会
が
10
⽉

に
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
町
⺠
軽
ス

ポ
ổ
ツ
⼤
会
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
︑
ま
ず
は
︑
町
内
団
体
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
⽀
援
し
︑
活
性
化
に
努
め

ま
す
︒  
 
 
 
 

︵
社
会
教
育
課
︶

し
て
お
り
︑
町
⺠
も
な
ん
と
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
出
て
い
ま
す
︒
活
⼒

を
図
る
⽅
法
と
し
て
︑
⽇
⾼
町
な
ど
の

近
隣
町
と
の
ス
ポ
ổ
ツ
オ
リ
ン
ピ
ỿ
ク

の
開
催
を
提
案
し
ま
す
︒
 

︵
70
代
男
性
︶

要
望 

２
０
２
２
年
に
東
京
商
⼯
会

議
所
で
⾸
⻑
会
議
が
開
か
れ
︑

新
⼀
万
円
発
⾏
に
向
け
︑
物
産

 

２
０
２
４
年
に
い
よ
い
よ
新

⼀
万
円
札
が
発
⾏
さ
れ
て
︑
渋

沢
栄
⼀
翁
の
顔
と
な
り
ま
す
が
︑

回
答

展
開
催
や
視
察
会
と
い
ỵ
た
交
流
を
拡

⼤
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
︒

 

本
町
は
︑
特
に
深
⾕
市
と
の
交
流
が

深
ま
り
︑
町
⺠
ツ
ア
ổ
の
実
施
や
深
⾕

市
産
業
祭
に
出
展
し
ま
し
た
︒

 

ご
提
案
い
た
だ
い
た
３
市
町
の
交
流

に
つ
い
て
は
︑
各
市
の
意
向
も
あ
り
ま

す
が
︑
⼀
つ
の
縁
を
き
ỵ
か
け
に
︑
交

流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
︒  
 
 

︵
企
画
課
︶

渋
沢
翁
の
⽚
腕
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
⼩

⽥
信
樹
の
⽣
家
︑
現
静
岡
県
菊
川
市
と

深
⾕
市
・
清
⽔
町
の
3
市
町
で
連
携
交

流
を
⾏
ỵ
て
み
て
は
ど
う
で
し
Ỹ
う
か
︒

ま
た
︑
学
校
同
⼠
の
交
流
も
さ
れ
て
は

と
思
い
ま
す
︒  
 
 

︵
70
代
男
性
︶
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８月号月号

ＹｕＹｕ－ＥｒｕＥｒｕ

Learn with you

Lifelong Learning

あ な た と 学 ぶ 生 涯 学 習あ な た と 学 ぶ 生 涯 学 習

ゆ えう る

図書館だより

　清水高校２年生のみなさんが、職場体験で

オススメの本を紹介するポスターを作ってく

れました。

　どうすれば来館者の目をひくか、レイアウ

トや紹介文を熱心に考えてくれた力作は年末

まで掲示します。オススメの本も貸出できま

すのでぜひご覧ください。

『揖保乃糸
毎日食べたいそうめんレシピ』

兵庫県手延素麺協同組合 監修

　夏といえば素麺。暑さで食

欲が落ちているときの救世主

ですが、そろそろ食べ飽きて

いる方もいるのでは…。

　そんな方にオススメなのが

この一冊です。おいしい麺つゆの作り方など、基本か

ら台湾風混ぜそうめんなどの応用の効いたレシピが

80 種類掲載されています。今年はさまざまな素麺を

楽しみながら暑さをしのいでみませんか。

　７月 13 日と 14 日、しみず認定こども園で

「夏祭り」が行われ、初日は清水中学校３年生

が参加し、園児と交流しました。

　遊戯室では、先生方による七夕のお話劇や

元気いっぱいな園児の歌や踊りが披露されま

した。縁日風のコーナーでは中学生と園児が

一緒に楽しみ、たくさんの笑顔がありました。

　さらに、保護者会から綿あめのプレゼント

もあり、大満足のお祭りとなりました。

毎月 1 9 日はしみず読
どく

書
しょ

の日しみず認定こども園で「夏祭り」清水中３年生と

新着図書からピックアップ

高校生のオススメ！

道見 栄一 油絵展『大地のめぐみ』

『心眼』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・相場英雄著

『前の家族』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・青山七恵著

『あなたには、殺せません』・・・・・・石持浅海著

『恋の幽霊』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・町屋良平著

『獣の夜』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森絵都著

新着図書などの情報は、図書館ホー
ムページからご覧になれます！
左のＱＲコードまたは「十勝 清水 
図書館」で検索してください！

● 開催期間：令和５年９月 14 日から 18 日まで
● 開催時間：10：00 ～ 18：00（18 日は 15：00 まで）  
● 場　　所：御影公民館　入場無料

　御影文化協会と御影公民館が共催で開催する「郷

土作家展」を開催します。今回は、中札内村在住の

道見栄一氏の作品です。中札内村に生まれ、酪農業

を営む中、40 代半ば頃より広大な十勝の大地を描か

れてきました。代表的な作品であるジャガイモ畑の

風景には白く咲き誇るイモの花と雄大な山々が描か

れており、自然あふれる美しい風景に心癒されます。

ぜひ、みなさんのご来場をお待ちしています。

縁日風コーナーの「ワニ叩き」に一生懸命な園児たち

　

７
月
９
日
、
御
影
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
44
回
町
民
陸
上
競
技
記
録

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
生
49
名
が
参
加

し
、ト
ラ
ッ
ク
競
技
５
種
目
、フ
ィ
ー

ル
ド
競
技
４
種
目
で
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
自
己
記
録
更
新
を
目
指
し

て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

第44回

町民陸上競技記録会

走った！
跳んだ！

投げた！

選手宣誓を行う鈴木尊大選手

■各種目１位の記録をご紹介します。

第32回郷土作家展開催

「える」は、ドイツ語の Leben（⽣涯）、英語の Life  Long  Learning（⽣涯  学習）のそれぞれの頭⽂字Ｌ（える）と、⽇本語の「得る」という意味を持っています。
『ゆう・える』とは …「ゆう」は、友・YOU から⼈と⼈の関わりを⼤切に和を広げていくことと、  遊・裕から⼼のゆとり・やすらぎ、豊かな⼼を⾝につけようという意味が込められています。学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 1213



Health  Wealth  Zone

福祉の
ひろば

Welfare  Square

悩みや⼼配ごとは、⼀⼈で抱えず相談を
清⽔町には、相談の内容に応じた各種相談窓⼝があります。

悩みや⼼配ごとはありませんか？本⼈やご家族からの相談をお受けします。
来所や電話のほか、内容に応じて訪問相談も可能ですので、お気軽にご相談ください。

健 康
最前線

記 清野 智美 ⻭科衛⽣⼠

●

発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

声
を
出
す
時
、
例
え
ば
舌
は
「
ラ
」

と
言
え
ば
舌
先
、「
カ
」
は
舌
の
奥
、

「
タ
」
は
舌
の
中
央
を
動
か
し
て
発

声
し
ま
す
（
弾
き
音
）。

　

唇
は
「
パ
ピ
プ
ペ
ポ
」
と
発
す
る

時
、
し
っ
か
り
閉
じ
て
か
ら
、
口
の

中
に
溜
め
た
空
気
圧
を
破
裂
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
す
（
破
裂
音
）。

　

歯
を
意
識
し
な
が
ら
「
サ
シ
ス
セ

ソ
」
と
言
う
と
、
上
下
の
前
歯
が
距

離
を
取
り
、
そ
の
隙
間
か
ら
息
が
出

て
発
声
し
ま
す
（
歯し

け

い茎
音
）。

　

こ
の
よ
う
に
発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
は
、
声
帯
だ
け
で
は
な
く
舌
・
唇
・

頬
・
軟な

ん
こ
う
が
い

口
蓋
・
歯
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●

表
情
筋
を
鍛
え
る
口こ

う
く
う腔

体
操

　

人
が
笑
っ
て
い
る
か
、
泣
い
て
い

る
か
は
、
笑
い
声
や
涙
が
な
く
て
も

顔
を
見
れ
ば
察
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
頬
や
目
の
輪
郭

を
構
成
す
る
表
情
筋
の
動
き
が
「
喜

怒
哀
楽
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
生
活
が
長
か
っ
た
事
で
、

表
情
筋
の
動
き
に
変
化
が
見
ら
れ
る

事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク

を
は
ず
す
機
会
が
増
え
る
今
、
口
や

顔
を
お
お
げ
さ
に
動
か
す
『
口こ

う
く
う腔

体

操
』
で
表
情
筋
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

口こ
う
く
う腔

体
操
は
、
表
情
の
豊
か
さ
ば

か
り
で
は
な
く
、
噛
む
・
飲
み
込
む
・

発
声
・
呼
吸
機
能
の
老
化
予
防
に
も

貢
献
で
き
ま
す
。

●

楽
器
演
奏
と
口こ

う
く
う腔

機
能
の
関
係

　

楽
器
演
奏
の
中
で
、
特
に
吹
く
楽

器
を
使
う
演
奏
者
は
、
演
奏
自
体
が

口こ
う
く
う腔

機
能
の
訓
練
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
サ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ン
は
、

唇
・
舌
・
頬
・
軟な

ん
こ
う
が
い

口
蓋
・
の
ど
・
歯

な
ど
が
、
口こ

う
く
う腔

に
取
り
込
ま
れ
た
空

気
や
息
を
微
妙
に
調
整
す
る
こ
と
で

音
を
奏
で
ま
す
。

口こ
う
く
う腔

で
そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
が
瞬
時

に
動
く
よ
う
に
演
奏
を
重
ね
る
こ
と

で
、
日
常
の
話
す
・
食
べ
る
・
呼
吸

す
る
と
い
っ
た
基
本
の
動
き
に
プ
ラ

ス
に
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

『
お
口
は
健
康
の
入
口
』
で
す
。

全
身
の
健
康
の
た
め
に
も
口

こ
う
く
う腔

体
操

で
お
口
の
機
能
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　あいうべ体操でお口の機能を保ちましょう！あいうべ体操でお口の機能を保ちましょう！

『お⼝は健康の⼊⼝』
〜 お ⼝ の メ カ ニ ズ ム と 働 き 〜

相 談 窓 口 一 覧

相談の種類 相談の内容 連 絡 先

生活・福祉

生活困窮やひきこもりなどの総合相談窓口 保 健 福 祉 課 福 祉 係 ☎ 69-2222

悪徳商法や架空請求などの消費生活相談
清水消費生活センター ☎ 62-2688

　 （平日 10 時～ 15 時）       

生活福祉資金貸付の利用など 清水町社会福祉協議会 ☎ 69-2200

虐待・人権

障がい者虐待

保 健 福 祉 課 福 祉 係 ☎ 69-2222配偶者暴力

弱者・犯罪被害者

高齢者虐待

保健福祉課在宅支援係 ☎ 69-2233

成年後見制度の利用

児童虐待 子育て支援課子育て支援係 ☎ 69-2226

健 康
心身の健康の心配ごと、

食事・義歯の悩みなど
保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

高齢者支援
介護サービスの利用、

高齢者の生活支援・見守りなど
保健福祉課在宅支援係 ☎ 69-2233

出産・育児

　妊娠・出産の悩み・不安や産後ケア、

不妊治療など
保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

お子さんの健康・発達の心配ごと、

子育ての悩み

子育て支援課子育て支援係 ☎ 69-2226

メール：genki@town.shimizu.hokkaido.jp

教 育
学校生活の悩み、不登校、

ひきこもり、いじめなど

学校教育課教育相談室 ☎ 62-5138

メール：gkyoiku@town.shimizu.hokkaido.jp

【 問い合わせ】 保健福祉課福祉係 ☎６９‐２２２２
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広 報 モ ニ タ ー 感 想
Monitor's  Thoughts

Creation  Station
ち ょ う み ん 作 品 館

編 集 後 記

︻
玲
瓏
短
歌
会
︼

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
ご
紹
介
し
ま
す
︒

藤
原
静
⼦

⼤
⽯ 

尚

宗
像
三
郎

⽥
村
徳
⼦

村
⾕
三
恵

森
⼭
ヤヨ
イ

安
済
哲
⼦

橋
本
佳
代
⼦

⼈ ⼝ ８，９８１⼈（ −３ ）

  男 ４，４６３⼈（ ±０ ）

  ⼥ ４，５１８⼈（ −３ ）

世 帯 ４，６９４⼾（ −４ ）
※令和５年７⽉末現在 （ ）内は前⽉⽐

岩野 叶和ちゃん（晃基さん・ひかりさん）⽇清
松久 翠⾐ちゃん（昂稀さん  ・  郁⾹さん） 本村

本誌 11 ページにあるとおり、今⽉は清⽔⾼校⽣
２名がインターンシップに来られていました。広
報広聴係では誌⾯作成のほかにも、町のＳNＳ
活⽤について意⾒交換を⾏いました。⾼校⽣⽬
線での話が聞けて⼤変参考になりました。（⾕⼝）

今⽉はみかげふぇすてばると清流まつりの写
真を撮りに⾏きました。スマートボールや射
的、型抜きなど、この年でも⼼が躍るお祭りっ
ていいですね。今年は暑い⽇が続いています
ので、体調には気を付けましょう！（前道）

菊地   清⼦さん ⼈舞３
⽚岡 ツヤノさん 東清⽔
村上   昭彦さん 中美蔓１
⼭⽥   國男さん 北清⽔
滝本   清幸さん ⻄清⽔
⼭崎    ⿑さん 清和
楜澤   ⼀男さん 栄
⿃本   政⼦さん ⽇清
近江   キヨ⼦さん 有明

⼈ の う ご き
問い合わせ：町⺠⽣活課⼾籍住⺠係 ☎ 62-1151

■ 誕⽣ / Birth

町⻑とのふれあいトーク町⻑とのふれあいトーク

町政への要望など、阿部⼀男町⻑と直接お話
しできます。事前予約が必要事前予約が必要となりますので、
下記❶〜❹を問い合わせ先へご連絡ください。

国際農業機械展 in 帯広を視察

９⽉６⽇（⽔）

■ 哀悼 / Condolences

■ ⼈⼝ / Population

 

７
⽉
６
⽇
︑
帯
広
市
北
愛
国

で
開
か
れ
て
い
る
第
35
回
国
際

農
業
機
械
展
を
視
察
し
た
︒
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
１
年
遅
れ
て
５

年
ぶ
り
の
開
催
で
⼤
勢
の
⼈
で

賑ㆭ
㆏

わ
ỵ
て
い
た
︒

 

⾼
齢
化
に
よ
る
⼈
⼿
不
⾜
や

肥
料
・
飼
料
の
⾼
騰
な
ど
⽇
本

農
業
が
様
々
な
課
題
を
抱
え
る

中
︑
ロ
ボ
ỿ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
活
⽤
し
た
⽣
産
現
場
の

省
⼒
化
や
効
率
ア
ỿ
プ
の
機
器

が
多
数
展
⽰
さ
れ
て
い
た
︒

 

て
ん
菜
の
改
良
︵
30
㎏
の
コ

ン
テ
ナ
移
動
も
⾃
動
の
︶
型
全

⾃
動
移
植
機
も
登
場
︒
本
町
の

て
ん
菜
栽
培
の
省
⼒
化
に
も
⼤

い
に
期
待
さ
れ
る
︒

 

明
治
31
年
︑
渋
沢
栄
⼀
翁

は
︑
本
町
の
開
拓
に
当
た
ỵ
て

⽶
国
型
の
⼤
規
模
︵
機
械
化
︶

農
業
の
展
開
を
⽬
指
し
た
と

さ
れ
る
︒

 

本
町
は
︑こ
れ
か
ら
も
ス
マ
ổ

ト
農
業
の
先
進
地
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
︒

★
キ
ἀ
ン
プ
場
紹
介
が
ス
タ
イ

ル
１
Ộ
４
と
い
う
新
鮮
な
切
り

⼝
で
し
た
︒
清
⽔
の
⾼
校
⽣
×

清
⽔
の
職
員
も
新
鮮
で
し
た
︒

こ
う
い
う
⾼
校
⽣
と
職
員
が
い

れ
ば
︑
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

期
待
で
き
ま
す
︒

★
表
紙
は
広
報
の
顔
な
の
で
︑

緑
豊
か
な
キ
ἀ
ン
プ
の
様
⼦
な

ど
で
あ
ỵ
た
な
ら
ば
︑
何
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
理
解
し

や
す
い
と
思
い
ま
し
た
︒

★
旭
⼭
に
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

キ
ἀ
ン
プ
場
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
︒
家
族
で
は
中
々

⾏
け
な
い
の
で
︑
夏
休
み
⼦
ど

も
ツ
ア
ổ
な
ど
が
あ
れ
ば
︑
参

加
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
︒

ト
イ
レ
と
熊
対
策
の
情
報
も
あ

る
と
安
⼼
で
す
︒

★
観
光
協
会
理
事
の
⾼
校
⽣
就

任
で
︑協
会
の
サ
ブ
リ
ổ
ダ
ổ

の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ἂ
ン
か
ら
企

画
が
発
案
さ
れ
︑
新
し
い
取
り

組
み
が
形
に
な
ỵ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
︒

★
運
動
会
の
各
種
⽬
の
説
明
や

特
徴
を
加
え
る
と
︑
よ
り
様
⼦

が
伝
わ
ỵ
て
く
る
と
思
い
ま

す
︒
写
真
の
⼤
き
さ
に
も
変
化

が
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
︒

★
運
動
会
な
ど
︑
学
校
を
話
題

に
す
る
と
︑
多
く
の
⼈
が
注
⽬

し
て
良
い
と
思
い
ま
す
︒

★
万
が
⼀
︑
家
族
が
⾏
⽅
不
明

に
な
ỵ
た
場
合
に
︑
速
や
か
な

捜
査
依
頼
で
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
︑
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ỿ
ト

ワ
ổ
ク
事
業
を
利
⽤
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
︒

★
福
祉
の
ひ
ろ
ば
や
⼦
育
て
だ

よ
り
は
⽂
字
ば
か
り
な
の
で
︑

詳
し
い
⼈
か
ら
話
を
聞
い
て
︑

写
真
を
載
せ
た
り
会
話
形
式
に

し
た
り
す
る
と
⾒
や
す
く
て
よ

り
良
い
と
思
い
ま
す
︒

★
宮
の
森
町
内
会
と
清
⽔
⾼
校

⽣
と
の
花
壇
づ
く
り
が
掲
載
さ

れ
て
い
て
良
か
ỵ
た
で
す
︒

★
広
報
誌
全
体
の
構
成
︑
各
項

⽬
の
誌
⾯
作
り
が
⼀
新
し
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
︒

国際農業機械展 in 帯広にて

⾞
窓
よ
り
⼗
勝
平
野
は
緑
な
す

⾺ㆄ

㇄
鈴
薯
は
満
開
豊
作
模
様

咲
き
だ
せ
ば
花
は
休
ま
ず
咲
き
つづ
く

芍
薬
は
す
ぎ
て
や
れ
ひ
と
休
み

⽇
髙
嶺
を
遠
く
に
眺
め
東
⻄
と

南
北
を
只
み
は
る
か
す
な
り

⾬
上
り
庭
に
咲
き
た
る
⽯
楠
花
に

⼼
満
た
さ
れ
疲
れ
も
と
れ
る

フ
キ
︑ワ
ラ
ビ
⼭
の
恵
み
に
感
謝
す
る

元
気
も
ら
いて
友
と
分
け
あ
う

花
畑
を
庭
の
都
合
で
少
々
広
げ

頑
健
横
着
タンポ
ポ
強
し

待
ち
わ
び
ぬ
昨
夜
の
⾬
に
野
菜
た
ち

キἁウ
リ
︑ズỿキ
ổニ
卓
を
賑
わ
す

⼀
年
に
⼀
度
の
逢
瀬
の
織
姫
を

哀
し
み
の
か
の
⽇
も
今
は
羨
や
む

篠永 常明さん ♡ 桶⽮ 睦さん 富⼠

■ 結婚 / Marriage

❶⽒名・⼈数 ❷希望時間帯 ❸トーク概要
❹トークの⽅法（対⾯・電話・リモート）
※リモートの申込期限：８⽉ 30 ⽇（⽔）

【問い合わせ：企画課広報広聴係 ☎ 62-2114】

開
催
⽇

Mayor's Diary

町 ⻑ ⽇ 記
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M A C H I P H O T O
まちフォトは「まちのでき ごと」を紹介するコーナーです

学習を通して地域に触れる

少年野球チームが全国大会へ出場！

各種スポーツ競技で全道大会へ出場！

清水中学校１年生が地域探求学習を実施

鹿追清水新得連合チームが表敬訪問

町内中学生７名が表敬訪問

　７月７日に清水中学校１年生 66 名が町の魅力を発

見する地域探求学習に取り組みました。行政をテーマ

とし、まちづくりの仕組みを知るために町議会などに

ついて学習した岸田亮太（清中１年）さんは「今まで

知らないような議会の仕組みや税金の使い道など、ま

ちづくりがこういう風に決まっているんだなというこ

とが学べて、とても面白かったです」と話しました。

　鹿追清水新得連合チームが、阿波おどりカップ全国

学童軟式野球大会出場に向けて、町長・教育長を表敬

訪問。同チームは６月の全日本学童軟式野球大会北北

海道大会で準優勝し、全国大会へ出場を決めました。

篠原匠さん（清小６年）は「全国ではエラーを少なく

して、頑張りたいです！」と意気込みを述べました。

全国大会は８月４日から徳島県で開催されます。

　清水中学生５名と御影中学生２名が、各種スポーツ

競技での全道大会出場に向けて教育長を表敬訪問。柔

道大会に出場する大城源志さん（清中３年）は「81 ㎏

級に出るので、体重を管理しながら上位に進めたら良

いなと思います！」、陸上競技大会に出場する青井優里

さん（御中３年）は「砲丸投げで自己ベストを更新して、

決勝へ進出したいです！」と意気込みを述べました。 行政をテーマに学んだ清水中学校１年生のみなさん

全国大会へ出場する町内小学生のみなさん

全道大会へ出場する町内中学生のみなさん

４年ぶりの開催にみんな笑顔に――

第 21 回 せせらぎ夏祭り

　７月２日に特別養護老人ホームせせらぎ荘で、第 21

回せせらぎ夏祭りが開催されました。開催にあたり、

同施設長の土屋博敬さんは「この３年間で失われたも

のを取り返したい！と、入居者さんのご家族にご説明

して、５類の規制をかけずに盛大に夏祭りが開催でき

て良かったです。多くの方々にご協力いただき、みな

さんとても喜んでいる様子です」と話しました。

御影小学校駐車場の整備を子どもたちと

北海道技建株式会社へ感謝状贈呈

　北海道技建株式会社（小樽市）に、社会貢献活動（御

影小学校駐車場整備・同校児童ヘ道路インフラ整備体

験学習）への感謝状を贈呈しました。同社業務部長の

奥田欣文さんは「普段見えない私たちの作業を、実際

に子どもたちにやっていただいて、この体験が子ども

たちの心に残ってくれたら良いなと思います」と話し

ました。
北海道技建株式会社の奥田欣文さん（中央）

火災発生時の初期行動を学ぶために

第36回消火技術研修会を実施

　７月 27 日、清水消防署で第 36 回消火技術研修会が

開催され、町内事業所や一般参加者計 49 人が参加し

ました。参加した井原敏子さ

んは「消火方法や消防車の仕

組みなど、消防署職員が直接

教えてくれて勉強になりまし

た」と話しました。 消防車の設備説明を受ける参加者のみなさん

７/24 ７/４ ７/２

しみずグリーンフェスティバル
が美蔓地区の町有林で開催され、
苗木約400本を植樹しました。

清水交通少年団入団式を実施。
今年度は交通安全の啓発運動や
帯広視察研修を予定しています。

昭和工業㈱に社会貢献活動（下
佐幌福祉館前駐車場の舗装補修
他）への感謝状を贈呈しました。
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　今がんばっていることは、国語の漢字の小

テストです。100 点満点を目指して勉強して

います。学校では、ブラスバンドをやってい

てトランペットを演奏しています。親がやっ

ていたのでやろうかなと思って、２年生から

続けています。楽しく演奏しています♪

　将来の夢は、看護師です。お母さんが看護

師の仕事をしているので、その姿を見ていて、

人のことを助ける仕事って良いなと感じまし

た。少しでも、人のためになれるような大人

になりたいと思っています。

　清水町は、木がいっぱいあって自然豊かな

町だなと感じます。給食でも清水の食材を

使っているメニューが多くて、最近ではアス

パラガスを食べました。美味しかったです。

　公園がたくさんあるところも良いなと思い

ます。夏になると、中央公園の噴水でお友達

と遊んでいます。町にスーパーがもう少し増

えたり、学校行事とかで御影の人との交流が

あったりしたら、もっと良いなと思います。

　清水での暮らしは楽しいです。将来は清水

の病院に勤められたら良いな。

少しでも、人のために

なれるような大人にな

りたいと思っています。

西 あゆみさん
（清水小学校６年生/児童会副会長）

vol.4

徳山 蓮
れ ん

ちゃん平山 紡
つむぎ

ちゃん

元気に育ってね !!
けがに注意しながら

元気いっぱい楽しく過ごそうね！
母より

うね
母より

HELLO
BABY♥

HELLO
BABY♥

「HELLO BABY」では６カ月から２歳くらいの赤ちゃんを掲載しています！掲載を希望される方は企画課広報広聴係までご連絡ください♪

Connect to the Future of SHIMIZU

「ミラ★つぐ」は清水町の未来を担う子どもたちに将来の夢や地元への想いをインタビューするコーナーです。

ミラ★つぐ

清水をミライにつなぐ

S
H
IM
IZU

８
2023

■
発
⾏
／
北
海
道
清
⽔
町 
■
編
集
／
企
画
課
広
報
広
聴
係
☎
０
１
５
６
︱
６
２
︱
２
１
１
４

■
発
⾏
・
編
集
／
清
⽔
町
教
育
委
員
会
☎
０
１
５
６
︱
６
２
︱
５
１
１
５

■
北
海
道
清
⽔
町
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ 

https://w
w

w
.tow

n.shim
izu.hokkaido.jp/ 

広
報
し
み
ず
７
７
４
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
９
７
号


	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）
	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）
	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）2

	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）1
	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）
	【入稿】広報しみずR5.8月号（HPカラー版）


